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1はじめに
読書という日常的な読みは、戦後の国語科における読みの指導において
大きく構想された。戦後、昭和22年に公布された学校教育法に基づいて刊
行された『学習指導要領国語編』（昭和22年度試案）、そして『小学校学
習指導要領国語科編』（昭和26年度改訂試案）等を順次追ってみると、
国語科の読みの指導は「外に開いた読書指導」（主に図書館教育等く学級
文庫の利用の仕方や学校図書館の利用の仕方等を含む＞との連帯が考えら
れる内容）であったり、「内に根ざした読書指導」（形態的には読解の作業
を明確に踏まえ、それを取り込んだ内容）であったりと、いずれも読書指
導を志向している。（1）斯様な背景には、従来の読解中心の分析的な読みを
批判し、もっと実際生活面に役立つ読書力を養成することが重要であると
する言語経験主義の思潮が存在したためである。
国語科における読書指導は、それ以降に改訂された学習指導要領におい
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ても重要視されているが、そのことが顕著に認められるのが昭和43年に改
訂された学習指導要領である。その経緯について簡約してみる。学習指導
要領が改訂（昭和43年）される一年前、つまり昭和42年10月に教育課程審
議会は小学校教育課程改善に関する答申を文部大臣に対して行った。その
なかの「第2各教科等改善の具体方針」の「読むこと」の部分には、
読むことの学習については、読書指導が計画的、組織的に行なわれる
ようにし、読解指導についての内容の精選、充実、指導の徹底とあい
まって、読むことの能力が向上すること。（2）
という方針が掲げられ、そしてそれについて、
（1）読むことの能力は、読解指導と読書指導とが、両者それぞれ関連
しながら片寄りなく指導されるときに、真に身につくものである。
このため、読書指導が計画的、組織的に行なわれるようにする。（3）
と説明が加えられている。
ここでは、「読むこと」の内容について述べているが、一般的な読解の
指導事項の他に読書指導に関する指導事項も取扱い、そして読解指導と読
書指導とを関連付けた指導の重要性を強調している。斯様なことが契機と
なって読書指導を盛んにしようという機運が高まり、同時に読解指導と読
書指導との両概念、あるいは両者の関連をめぐってのあり様等の論議が盛
んに行われるようになった。読書指導が強調されるようになった背景は、
教育課程審議会が「人間形成のうえから統一と調和のある教育課程の実現
を図る」（4）と学習指導要領改訂のテーマを明示したことにある。統一と調
和のある人間形成を目標とすることは、単に知識技能の習得の面だけでな
く、道徳性のかん養を中心として、具体的には正しい判断力、情操の陶
治（5）等、更には創造性に富んだ人問形成を目指す教育計画を立てることで
あり、斯様ななかで読み物による人間形成ということが考えられたのであ
る。
国語科における読書指導が重要視されるようになった経緯を見てきたが、
次に昭和43年改訂の学習指導要領における読書指導の様相を探ってみる。
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昭和43年改訂の学習指導要領における国語科の内容は、「A聞くこと、
話すこと」「B読むこと」「C書くこと」の三領域によって構成されて
いる。読書指導に関わる内容はrB読むこと」の領域に内包されている
故、ここでは読書指導の位置付けについて整理してみる。
rB読むこと」の内容が、（1）と（3）の指導事項に分けて示してあるの
に、読むことに関する学年目標で、「（2）書いてあることのだいたいを理
解しながら読むことができるようにし、また、やさしい読み物に興味をも
つようにする。」（6）と読解の指導と読書の指導を一つにまとめて示してあ
るのは、読解も読書も読むという行為のうえでは、その本質は同じだから
である。（7）
読むという行為のうえでは、読解も読書も同じであるという立場から学
習指導要領の「B読むこと」の項に読書指導が掲げられ、従来の学習指
導要領に比べ、それが強調されていることが分かる。その具体的様相を見
てみると、先に、「B読むこと」の指導事項では、（1）と（3）の指導事項
に分けて示してあるとしたが、（1）では、文章を表現に即して正確に読み
とる能力を養うための指導事項を示し、（3）では、主として読書の活動を
通して指導すべき事項を示している。（8）以下（3）に掲げてある指導事項の
一部を見てみる。
〈各学年の「B読むこと」の内容〉
第1学年
アやさしい読み物に興味を持つこと。
イ文章に書かれていることの中で興味のあるところを見つけ出す
こと。
ウ場面の様子を想像しながら読むこと。
第2学年
アやさしい読み物を進んで読むこと。
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イ好きなところや興味をもったところを見分けたり、それらを人
に伝えたりすること。
ウ人物の性格や場面の様子を想像しながら読むこと。
エかなり長い文章も終わりまで読もうとすること。
第3学年
アいろいろな読み物を進んで読むこと。
イ読んだ内容について感想をもったり、自分ならどうするかなど
について考えたりすること。
ウ人物の気持ちや場面の様子を想像しながら読むこと。
工読んだ内容について話し合い、ひとりひとりの感じ方や考え方
には違う点があることに気づくこと。
オ長い文章でも終わりまで読み通すこと。
第1学年より第3学年までの読書の指導事項に掲げられている内容を一
覧するとき、それらは大別して読書意欲、読書能力、読書態度等の三者に
整理することができよう。昭和43年改訂の学習指導要領の国語科では、こ
の三者の事項を体系的に指導していくことを強調している。斯様な読書を
めぐる指導事項は、読書活動を通して児童の人間形成を図る観点からも極
めて重要視されるものである。
そこで次に、学年毎（第1学年より第3学年までの）の読書の指導事項
の特色について解説（当該学年の中核となっている内容を中心に）を加え
てみる。
まず、第1学年では、「アやさしい読み物に興味をもつこと。」とある
ように簡単な文や文章が書かれている絵本や絵物語や図鑑等への興味を育
てることを重要視している。そして、「イ文章に書かれていることのな
かで興味のあるところを見つけ出すこと。」とあることからは、まずは読
書中において興味をもった部分を探し出すことができるようにすることを
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重要視している。三番目に「ウ場面の様子を想像しながら読むこと。」
とあるのは、話の筋の展開や場面毎の登場人物の動きや場面の様子を思い
出し、想像しながら読むことができるようにすることを意図している。以
上が、第1学年における読書の指導事項についての説明であるが、これら
を第1学年の目標との関わりで見てみるとき、最も中核になっているのは
易しい読み物への興味を育てるということである。
次いで、第2学年では、「アやさしい読み物を進んで読むこと。」が内
容の中核となり、第1学年と対比してみると、読書に対する態度をより積
極的に身に付けようとしていることが理解できる。ここでは、まずもって
読書することの楽しさを自ら求めるようにさせていくことが重要であると
している。楽しみながら読書するということが、想像しながら読むという
ことと極めて関わりが深いことを念頭に置くとき、ここでは指導事項に
「ウ人物の性格や場面の様子を想像しながら読むこと。」とあるように、
童話や物語等に登場する人物の性格等を想像できるような読書技能を育成
することが重要となる。
第3学年では、「いろいろな読み物」について「進んで読む」ようにす
ることが中核となる内容である。斯様な態度の指導に当たっては、児童の
興味や関心に即した内容の読み物を選び、適切な読書指導計画を立てて、
児童の読書範囲を広げさせるようにすること（9）が大切である。この期は、
読む態度においても自分なりに感想をもったり、「自分ならば」というよ
うに思考をめぐらして読むようになる故、指導事項のエにあるように自分
自身の読み取った内容と他者のそれとの相違点に気付き、自分の読み取り
方について考え直すような態度を身に付けさせることが重要である。
（なお、第4学年以降については、注を参照されたい。）
以上、昭和43年に改訂された学習指導要領における読書指導の位置付け
とその特色について考察を加えてきた。斯様なことを踏まえて国語科にお
ける読むことの指導においては、読書指導のあり様を視野に入れて年間計
画や単元計画を設定していく必要があり、そして国語以外の学校教育全体
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での読書の指導との関連も図る必要がある。そのことは、r第2節、指導
計画の作成の手順と留意」の項に
（5）読むことの指導については、日常における児童の読書活動も活発
に行われるようにすること、他の教科における読書の指導や学校図
書館における指導との関連も考えて行うこと。（10）
とあることからも十分理解できよう。
斯様な読書指導の重要性に鑑み、本論では読書の意義や目的、そして読
書指導の展開の様相等を探り、それを基に読書教育のあり様について探る
ことを目的とする。
H読書教育論
1読みの本質
読書指導のあり様を探るに当たっては、学習指導要領における読書指導
の位置付けを探ることは言うまでもないが、それに加えて今一つ「読書と
は何か。」、つまり読書の本質について捉えておく必要がある。そして、そ
れとの関わりで「読みとは何か。」「読解とは何か。」ということも捉えて
おく必要がある。
「読書」の意義を探るに当たっては、まず「読み」の様相について整理
しておく。読むことは、文学・文章から意味を取ることなりといった公式
論（11）では整理できず、そこには多様の機能を負わされているといえる。読
みの作用は、今日においては、
①問題解決、②余暇の利用、③趣味の拡充・発展、④教養を
変え広める習慣の育成、⑤見解」態度・発想の推進（12）
等と関わり生活的地平で捉えられている。特に、戦後の国語教育において
は、「インフォメーションのため」とか「レクリェーションのため」とか
いうように読みの生活目的が強調された。斯様なことを踏まえ、児童にな
ぜ読ませるのかという視点より興水実は次の三者を指摘する。
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（1）生活の必要のため（自分の名まえを読むことから、指示や広告を
読むなど）
（2）学習のため（社会科、理科などの教科書や参考書を読む。いわゆ
る説明的文章の読みはこれに属する）
（3）精神的な成長のため（いわゆる人間形成のためで、文学の読みは
主としてこれに属する）（13）
興水実は、読みをめぐって三者の目的について整理している。これは児
童を念頭に置いた読みの作用である故、言わば読みを教育的機能の面から
捉えたものである。
読みを教育的機能の面、特に学習指導要領における読みの様相を見てみ
ると、国語科の読みは「学習読み」と「生活読み」の二者に大別される。
一般的には、前者を「読解」と称し、一方後者を「読書」と称している。
国語科における読みのあり様を考察する際、「読解」とr読書」とを次の
ような関係で捉えている。両者を対立的な関係で捉えたり、二者択一的に
捉えたり、同心円的構造で捉えたり、基礎と応用という関係で捉えたり、
微視的と巨視的という関係で捉えたりとそれは極めて多岐にわたっている。
斯様な読解と読書との関わりをめぐっては、後述するが、まず読解と読
書とを内包する読みについて簡約しておく。読みは、総合的に一体化され
た行為であり、文字言語を相手にしつつ、自己を陶冶していく活動、つま
り人間形成のうえで必要不可欠な存在であると考えることができる。
2読解と読書
先に読みのあり様を考察する際、読解と読書との関わりについて触れた
が、以下においては読解と読書との定義を整理してみる。
まず、読解をめぐって、興水実は、
国語科における「学習としての読み」。それは特に、分析的な読み、
統制された読みで、ただの生活的な読みではない。＜中略＞r解釈的
な読み」がその中心・中核であると考えられる。／「解釈的な読み」。
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Intelpretativereadingこの読みにおいては、単に書かれていること
がら（何が書いてあるかWhat）をとらえるだけでなく、それがどの
ように書きあらわされているか（その書きあらわし、書き方how）、
すなわち文章、文体を問題とする。ときによっては、なぜそう書いた
のか（Why）をも問題とする。（14）
と指摘する。
輿水実は、読解は分析的な読み、解釈的な読みがその中核をなすとして
いる。そして、分析したり解釈したりする際には5WlHというものがあ
るとする。それは、今日において物語の理解に当て嵌められ、いつとはく
読解指導の定石になってきている。5WIHによる学習法が読解指導にお
いて総て善とされるか否かは今後議論していく必要がある。それは斯様な
指導を行うと、論理的な学習は可能であるが、しかし人間教育という観点
よりすると多少の問題を孕んでいる。しかし、5WIHによる学習法は
「要点を捉える。」とか、「要約する。」「意図を捉える。」「主題を捉える。」
という理解スキルや段落相互の関係、文章の展開等を捉えるという文章構
成スキルの学習には極めて有効である。斯様なことより読解は、読み取り
方を身に着ける、言語要素を習得する営みである故、学習読みと言えよう。
言ってみれば、読解は国語科学習指導におけるr精読」の方向にあり、一
片の読みである故、読書の基礎にあるといえよう。
次に、読書をめぐって、興水実は、
ふつうは、「一冊の書物の読み」。読書のr書」をr書物」と考える。
「読書指導」という場合の読書は、ふつうは、この意味である。Book
reading書かれていることがらの、文面的な理解でよい。（15）
と指摘する。興水実は、一冊の書物の読みが国語科における読書であると
している。これは言ってみれば、生活としての読みで、目的的で、機能的
な読みである。斯様なことより読書は読解に支えられた生活上の営みであ
り、読み方の実際の使用場面でもある。換言すれば、読解は、読書のため
の準備であり、読書は、読解の応用、発展であると考えることができる。
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以上、読解と読書のそれぞれの定義を簡約した。次に、「読解」と「読
書」との関係を少し整理しておく。倉澤栄吉は、「読書指導と読解指導と
の関係」をめぐって、次のように図示している。
図1 図2
解 ??
図3
解 ??
図1をめぐって、倉澤栄吉は、
読書指導というものは常に生活のひろがりの中にあるものである。読
書生活指導の中に読解指導というものが存在する（16）
と指摘する。これは、読解指導と読書指導を同心円構造で捉え、前述した
読解の応用、発展のように考えるとする興水実の論と類似している。読書
指導というのは読書生活の指導である。読書生活に役立つ読解指導が行わ
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れることで、それが読書生活の方へ発展していくのである。
図2をめぐって、倉澤栄吉は
読書指導と読解指導とは別のものとなる。重なる部分はあるけれども、
読書だけの固有の領域もある（17）
と指摘する。倉澤栄吉が指摘する読書だけの固有の領域とは、国語科と重
複しない読書指導のことである。それをめぐっては、図3でより明確に打
ち出されている。国語科とダブらない読書指導というのは、例えば特別活
動の内容に掲げられている学校図書館の利用指導ということになろう。図
2は、読書指導が国語科の時間との多少の関わりを有しながら行われると
いうことになろう。斯様に捉えると国語科の学習（先生）と図書館（司書）
とが如何に連携するかということ学級経営上（学校経営上）の問題として
出てくる。それをめぐっては、学習指導要領の総則r第5指導計画の作
成に当たっての配慮すべき事項」に、
（9）学校図書館を計画的に利用しその機能の活用を図り、児童の主体
的、意欲的な学習活動や読書活動を充実すること。（18）
にある故、それを十分に念頭に置いておく必要があろう。
図3をめぐって、倉澤栄吉は、
読書と読解とがまったく別のものであると考えて、読解の練習学習と
してドリルスキルを考える。＜中略＞読書指導と読解指導を別の方へ
考えるほど専門教育になる。（19）
と指摘する。倉澤栄吉は、読解指導は国語科で行い、そこでは要点を捉え
る。主題を捉えるというように理解スキルや段落構造・場面構造を捉える
というような文章構成スキルを考えるとする。倉澤栄吉は、斯様に読解指
導は国語科、学校図書館の司書の仕事とは別のものであると考え、国語科
を一つの安全地帯に位置付ける考えがある（20）とする。
倉澤栄吉の指摘する図2・図3は、読書指導を図書館の利用指導に重き
を置いているところに特色が認められる。国語科における読書指導は、国
語科の目的と方法として、その範囲内でなされるべきであろう。
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3読書指導の意義と目的
前述したように読書は、一般的には生活の場等において一冊の書物を読
むという営みである。言わば読書は生活上における目的的、機能的な営み
で、読みの方の実際の使用場面である。斯様な読書は目的によって、楽し
みの、娯楽の読書、情報収集の読書（調べ読み）、思索読書（考え読み）
等と分類するこができよう。三者の読書は、一人の人間が豊かな人生をお
くるために役立つだけでなく、社会全体の文化的な生活を発展させ豊かな
生活水準を築いて（21）いくのに寄与するのである。読書は、児童の心を潤し、
感情豊かな人間形成の一端を担っているのである。斯様な読書に児童の心
を向かわしめるためには適切な読書興味を喚起しておく必要がある。無論
斯様なことを志向して読解指導の場面や図書館利用指導の場面等で基礎的
な読書技術を体得させたり、図書資料を活用する態度や能力を養成したり
しておくことも必要である。
4読書指導の様相
（1）読解指導と読書指導
先に倉澤栄吉の論を基に読解指導と読書指導との関わりについて解説を
加えた。これを踏まえて、以下においては読解指導と読書指導の具体的顕
現の様相を見てみる。これは、読書指導の具体的展開を志向するに当たっ
て不可欠の作業である。
まず、読解指導と読書指導の相違を見てみる。これをめぐっては、二つ
の異なった考え方が存在する。それは、二元論的に考えている人と読解指
導と読書指導を同心円的なものと考えている人との両者である。
前者の二元論をめぐって、倉澤栄吉は文章上の抵抗があるかないかが、
読解になるか読書になるかの分かれ目になる（22）と指摘する。例えば、r浦
島太郎」を取扱う場合のことを考えてみると、小学校の第1学年で取扱え
ば読解上の抵抗があるので読解指導となり、中学校の第1学年で取扱えは
読解の抵抗が一つもないので読解指導とならず、読書指導となる。
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一方、後者の読解指導と読書指導を同心円構造で捉えるということは、
前述のごとく読書生活指導のなかに読解指導が存在するということである。
以下に、読解指導と読書指導との相違について触れてみる。両者の分か・
れ目は次のように考えられる。
読解一文章表現を対象とし、その形態や文字・語句・段落・文等を
認識しようとするときあらわになる行為である。
読書一文章表現を対象とし、それに対峙し、自分の意見や立場をもっ
て、表現された意味と自分、表現された意味と情報生産者、
自分と情報生産者等とそれぞれの間を意識が往復するときに
あらわになる行為である。
前者の読解指導では、そこにある文章を対象とし、そして文章を大切に
してその要素・要因になっている文字や語句や文の読みが対象となってい
る。それは、言語という分析される体系を相手にすることから、部分関係
の認識であったり、内部関係であったりする。斯様なことより読解指導は、
文章中心に微視的な読みで、読解技能を段階的に体得させることをねらう
学習読みであると考える。
一方、後者の読書指導では、文章表現の理解に留まらず、その源を探っ
たりと文章生産地点に向かっていく（23）、読みが中心となる。具現すれば、
それは読者自身が主体となり（24）、何故にこの文章ができたのかというよう
に作者の思想や立場にそのものを問題にしたり、また読んで体得した知識
を自分の生活にいかにに利用したらよいかを考えたりと主体的で創造的で
追究的な読みである。斯様なことより読書指導は、文章の正確な理解の享
受を超越した巨視的な読みで、読書意欲や読書態度や読書習慣の形成をね
らう生活読みであると考える。
読解指導と読書指導との相違点を見てきた。次に、読解指導と読書指導
との相互関係を見てみる。読書する際には、読解力が生きて働いていると
いうことを念頭に置くとき、読解力がないと読書力は成立しないといえよ
う。したがって、読解指導は、読書指導の基礎をなすものと考えられる。
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先に読解指導は、正確な読みを志向しながら読解技能を体得させることに
あるとしたが、斯様な力は読書する際に生かされ、より確かな読みになる
と同時に、より充実した読書となり得ると考える。以上のことからも両者
は、相互に補い合う関係にあることが分かる。
（2）読書の指導過程
読書指導は、読書行為の指導である。読書行為のすべてにわたって指導
されなければならない。（25）読書指導は、読書前、読書中、読書後という三
者の指導段階に分けて考えることが便利である。（26）
国語科における読書指導というと、それは教科書教材を使っての読書指
導、教科書教材以外を使っての読書指導、教科書とか教科書以外等を離れ、
児童の読書生活を中核に据えた読書指導等の三者が考えられる。この三者
の読書指導においても読書前、読書中、読書後という読書過程で対処が可
能となるが、しかし指導過程の中身は必ずしも軌を一にするというわけで
はない。以下においては、児童の読書生活を中核に据えた読書指導の様相
を見てみる。
読書前における指導では、「読書の計画」や「読書材料の選択」、読書中
における指導では、「読書活動」、読書後における指導では、「読書後の処
理」「読書発表会」がそれぞれ主たる活動である。
読書前の指導の中身であるr読書の計画」とr読書材料の選択」とは相
互に関連したものであるが、児童の発達段階において指導の順序を入れ替
えたり、指導の力点をおいたりして柔軟に対応していくことが重要であろ
う。「読書の計画」では、読書の反省をして、読書後の発表会までの計画
を立てたり、読む計画を立てたりする活動が考えられる。一方、「読書材
料の選択」では、本の選び方について話し合う。目的・索引・序文等を利
用して本を選ぶという活動が考えられる。就中、ここでは、個々人のレベ
ルに見合った、あるいは個々人の求めるものに見合った本を選択させるこ
とが重要である。
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読書中の指導の中身であるr読書活動」とは、実際に本を読む活動であ
る。ここでは読書後の学習活動を視野に入れて目的や内容に応じた読書生
活を行わせることが重要である。目的や内容に応じた読書活動としては、
要旨や好きなところや面白いところ等を抜き書きしたり、絵・表解・図解
したり、感想や意見を書いたりといった作業が考えられる。
読書後の指導の中身であるr読書後の処理」は、r読書活動」と明確に
区別することは容易ではないが、畢寛それは個々人が読んだものを整理す
る活動のことである。読書後における学習活動には、r読書後の処理」以
外に個々人の読み取ったものを他者に伝えたり、他者と分かち合ったりす
る活動もあるが、これが「読書発表会」である。
以上、読書の指導過程を読書前、読書中、読書後と三者の段階に分けて、
それぞれについて簡約した。以下にそれらを図示しておく。
＜国語における読書の指導過程＞
過程 学習活動
読書前
・読みの計画
・読書材料の選択
・読む計画を立てる。
・個々人が自己のレベルに見合った本を
選ぶ。
読書中 ・読書活動 ・個々人の自己のペースで本を読む。
読書後
・読書後の処理
・読書発表会
・個々人が自己の計画にしたがって読み
取ったことを整理する。
・それを基に発表を行う。
（3）読書活動から読書学習へ
国語科における読書指導が昭和43年改訂の学習指導要領において重要視
されていることは、前述した通りであるが、しかしその後昭和52年改訂の学
習指導要領ではそれはやや軽視された。しかし、その後の平成元年に改訂さ
れた学習指導要領では再び取り上げられ新学力観と相侯って、今後の動向
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が注目されるようになった。国語科における読書指導が衰退の一途を辿ろ
うとした期（昭和50年）に輿水実は、今後の読書指導のあり様について「読
書指導から読書学習へ（27）」という提言を行った。「読書学習」という用語の登
場は、当時としては画期的なことであった。爾来、読書指導と読書学習とを
明確に区別して考えていこうという気運が少しずつ高まってきた。輿水実
が指摘するr読書学習」は、教師主導型を脱皮して学習者の立場を重視する
学習者論を構築しようとするものである。
以下に、輿水実の指摘する「読書学習」を見てみる。
読書学習というには、いわゆる読書指導において、まず第一に学習者は
何を学習するべきであるのか、そこから考えたいということである。読
書指導においても、できれば学習者にそれを自覚させ、学習者が自分
で必要な目標を立てて学習をしていくようにしたい。これは、読書指
導でも作文でも、すべてにあてはまる原則である。／第二に、これは
読書指導においては特にそうであるが、これを読書学習と考えると、
生活的、機会的な学習指導から、いっそう計画的、組織的に向かう可
能性がある。その必要性が感じられてくる。どういうことを学習する
のかきまれば、それについて計画が立てられる。計画を立てて進むと
いうことになる。／第三に、読書指導から読書学習へということで、
学習指導が受身のものでなく、能動的、意図的、自覚的なものになる。
今までの読書指導は、学習者はただ読書をしている。あるいは読書し
ようとしている。そこへ教師が、その必要に応じて指導助言をしてく
れるという生活指導的なもので、学習としての目的性に欠けていた。
／読書指導から読書活動へということは、そう特別に変わったことで
はなく、今までも、指導の内面には学習があったのであるが、今まで
はそのr学習」ということが、何を学習するのか、最初からきまって
いなかった。こんどはそれを表面に出そうというのである。（28）
輿水実は、読書学習をめぐって、まず学習者自身が何を学習するか目標
を立てて、それに向かって、読書していくように教師は支援すべきである
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とする。ここには、読書行為が本来個々人的な営みであることを念頭に置
くとき、読書学習は個々の読書体験をいかに成立させるかという命題が存
在しているように思う。先に読書の指導過程において触れたが、自己の能
力に適した本を目的に合わせて選び、自己の速度で、しかも自己の計画に
したがって読むという学習者主体の読書活動をここでも志向している。畢
寛、輿水実は教師主導型の読書指導から学習者自身の学習意欲や学習目標
を中核とした読書学習へ転換（29）を図ることを期待している。斯様な国語科
における読書学習は、他教科等の読書は勿論、家庭や生活等における読書
の際の基礎的なことを学ぶことにもなる。そのことは、輿水実が、
現代は、学習方法の学習の時代である。基礎、基本を主体とする時代
である。国語科読書指導は、生活事実としての読書、家庭の読書、課
外の読書、他教科の読書に対して、その方法を学ぶべきもの、その基
礎・基本を学ぶべきものである。（30）
としている。
皿おわりに
本論は、読書教育に視点を当て、そこにおける読書指導の意義や目的、
読書指導の展開の様相等について探ったものである。読書教育をめぐって
は、平成10年の教育課程審議会答申の「国語」の「改善の基本方針」の項
において「読書に親しむ態度を育てること」とあるようにその重要1生につ
いては論を侯たない。国語科におけるr読み」の指導の最終的なねらいが
主体的読書人の育成にあることを鑑み、その具体的展開に当たってはr読
書的な読み」を学習の場で組織していくことである。その際、平成10年に
改訂された学習指導要領（小学校）のrC読むこと」の領域に掲げられ
ている「読書的な読み」の系列を踏まえることが重要である。前述した読
書に親しむ態度の育成を重要視している背景には、児童をめぐる読書環境
や児童の読書力の実態が存在している。今日の児童は多岐にわたる情報を
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読書によって得ていかなければならない環境に置かれ、そのなかで生涯学
習の基礎を身に付けていかなければならない。斯様ななかで児童の読書離
れの実態が明らかになり、それが問題として指摘されている。斯様なこと
を踏まえ、今後はより読書主体に重点を置いた「読書学習学」のあり様を
構築していく必要がある。今回は「読書学習学」については殆んど触れな
かった。斯様な課題をめぐっては、稿を改めて論じることにする。
【注】
（1）「国語科『読書』の歴史をめぐって」（『西南学院大学児童学論集第26巻第
2号』所収）p．289
（2）文部省r文部時報第1082号』p．32
（3）同上書p．32
（4）同上書p．30
（5）同上書p．2
（6）文部省r小学校指導書国語編』（1969）東京書籍KKp．156
（7）国語教育研究所r国語科研究資料1』明治図書p．193
（8）文部省r小学校指導書国語編』前掲書p．14
（9）同上書p．44
昭和43年に改訂された学習指導要領（国語編）は、読書指導の重要性が顕著に
認められるとした。以下にその一部（（3）の主として読書の活動を通して指導す
べき事項で先に掲げなかった内容〈第4学年より第6学年まで〉）を掲げ、そし
て学年毎の読書の指導事項の特色に解説を加えておく。
＜第4学年「B読むこと」の内容＞
ア読み取った事がらについて感想や意見をもとこと。
イ表現に即して場面やその情景を思い描くこと。
ウ読み取ったことについて話し合い、ひとりひとりの受け取り方の違いにつ
いて考えること。
工本を読んで必要な知識や情報を得ること。
オ内容を理解しながら、速く読むようにすること。
カむずかしいと思う文章でも読み通す態度を身に付けること。
＜第5学年「B読むこと」の内容＞?????読んだ本の内容に対して感想や意見をもつこと。
人物の気持ちや場面の情景が書かれている箇所について味わって読むこと。
書き手のものの見方や考えかについて考えること。
自分の読書の仕方を反省して、その向上を図ること。
調べるために読むこと。
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力読む速さを増すようにすること。
＜第6学年「B読むこと」の内容＞
に読み物に対する範囲の広がりを期待している。
は読書に興味や関心を向けていくであろう。読書について量的な増加を図ると
共に、その範囲を広げるためには、指導事項に「オ内容を理解しながら、速
く読むようにすること。」とあるように必要に応じて速く読み、内容を理解す
る能力を育てておくことである。
＜第5学年「B読むこと」の内容の考察＞
第5学年と第6学年は、いずれも読む目的を明確にすることや目的に応じて
本の選び方が分かるようにすることをねらいとしている。これは、望ましい読
書週間を形成する点から極めて重要視されるものである。第5学年では、斯様
なことを志向してrウ書き手のものの見方や考え方について考えること。」
が読書指導の中核的な事項として位置付けられている。書き手のものの見方を
理解するためには、まずもって自分の生活を見詰め、それに対して自分の立場
をも考えて読むこと（※）が重要である。
斯様なことは、指導事項「工自分の読書のしかたを反省し、その向上を図
ること。」とも関わってくる。「自己の読書のしかたを反省」とあることは、本
の選び方や読み方等について反省するように習慣付けていくことを意図してい
る。※文部省『小学校指導書国語編』前掲書pp、53～54
＜第6学年「B読むこと」の内容の考察＞
「オどんな本がよいかを見分け、目的に応じて適切な本を選ぶこと。」と
r力目的に応じて適切な速さで読むこと。」の指導事項は、いずれも目的に応
じて展開する活動である。斯様なことからも認められるように、第6学年では
自主的なねらいをもって読むことが中核となっているといってよい。指導事項
「工調べるために読」む場合も目的に合わせて、本を見分ける力を養い、ま
た目的に即した読み方で読み、生活や学習に役立てていくように指導していく
ことを期待している。
第5学年にも「ウ自分の生活や意見と比べながら読むこと。」と類似した
指導事項が掲げられていた。これは、批判的に読む態度を育成するための指導
でもあるし（※）、また文章をより深く読むための指導にも結び付くものであ
る。自分の生活や意見と対比して読むには、個々なりの確りした考えが確立さ
れて文章の世界を正確に捉え、そしてそれを自分の生活や考えのなかに生かそ
うと努力することが必要である。
※文部省『小学校指導書国語編』前掲書p．58
本を読んで自分の感じ方や考えかどのように変わったかを考えてみること。
描写や叙述のすれた箇所を読み味わうこと。
自分の生活や意見と比べながら読むこと。
調べるために読み、結論をまとめて課題の解決に役立たせること。
どんな本がよいかを見分け、目的に応じて適切な本を選ぶこと。
目的に応じて適切な速さで読むこと。
第4学年では、r工本を読んで必要な知識や情報を得ること。」とあるよう
これによって、児童は延いて
アイウエオカく第4学年「B読むこと」の内容の考察＞
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（10）同上書p．100
（11）倉澤栄吉r読むことの本質」（r倉澤栄吉国語教育全集H』所収）角川書店
p。356
（12）同上書p．356
（13）輿水実『国語科自由読書の指導国語科教育全書13』明治図書p．16
（14）同上書pp．37～38
（15）同上書p．39
（16）倉澤栄吉『これからの読解読書指導』国土社p．108
（17）同上書p．108
（18）児島邦弘r小学校学習指導要領』時事通信社p．7
（19）倉澤栄吉『これからの読解読書指導』前掲書p．109
（20）同上書p．109
（21）長崎青梅『読書と豊かな人間性』東方出版p．23
（22）倉澤栄吉『国語科読書指導の実践』新光閣p．14
（23）同上書p．15
倉澤栄吉は、文章を生産地点に向かっていく読みをr筆者想定法」の概念と概
ね同じであるとする。倉澤栄吉は筆者想定の意義と方法について以下のように指
摘する。
筆者想定の意義と方法
脱文章主義一文章から離れ離脱すべきという考え方は、いうまでもなく文章に忠
実に即していこうではないかという即文章主義と対立関係にあります。どころで「文
章に即せよ、文章を離れてはいけない」という戒めのほうが、スローガンとしては楽
だし、一般の支持を期待できる。文章に即しなさいといえば、だれもハイと即時に安
逸に怠惰に文章へ向く。文章を離れなさいと生徒に言うのはつらいことです。そこに
文章があり、よりかかれば安心だから。
国語の教科書では必ず文章を見、文章に即して学んできました。長い伝統と習性で
す。黙っていれば子どもは、国語の時間は文章に即して文章から離れないようにしつ
けられている。文章から離れらない子どもをその習性から解放して文章から引き離そ
うとする。離そうとしつつなおかつ文章と内面において強くつながりを持っているこ
とができるようにするにはどうしたらよいか、これが筆者想定法の読みの持つ最大の
問題なのです。
筆者想定法では、まず、文章を読んで、何が書いてあるかという大意を求める入り
方を拒否しました。とにかく文章を読んで、何が書いてあるかわかってから、そこか
ら指導を始めるという姿勢を放棄しました。筆者想定法においては、文章を読む前が
問題なのです。文章を読む前に十分に第一次に指導が行われるべきであるということ
を考えているのです。
（1）まず文章を読むのでなければいったい何に依拠するのか。主体です。まず自分
しかないのです。自分がなぜ文章を読まなければならないのかということから出発す
る。それは、文章に聞いてはわかりません。自分に聞かなければならない。（残念な
がら多くの場合、とくに教科書学習の場合は、なぜ読まなければならないのだ、と自
分に聞いてみたところで、答えがない。先生が読めと言ったからとか、教科書がある
からとしか答えは返ってこないのです。）
ですからなぜ読まなければならないのかと自分にきいても、実用文以外は、なかな
かうまく目的意識になりません。そこでまず筆者に聞いたらどうか。なぜ読まなけれ
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ばならないのか、どのように読まなければならないかというときに、生産者に生産の
過程と価値を尋ねてみたらどうかというのが筆者の想定です。
筆者を想定する場合、われわれは、すぐに人間を考える。どんな顔をした人間で、
どんな性格、専門……と。しかし、筆者という言葉につられて人そのものを追いかけ
るのではない。筆者想定の究極は筆者の想定でなくて、筆の想定だと考える。それは
結局、表現者を考えることであって、人間一般を考えることではありません。表現の
状況に立った人をとらえることです。筆者が、どのような表現上の欲求を持ち、どの
ような表現の必要に迫られ、どういうふうに表現していったのかの道程を、想定して
いこうとするのです。どんな顔をした人間でもいい、どんな立場にある人でもかまわ
ないが、その人が、ともかくこの文章を書こうとしという筆者の動機や意図をとらえ
ていこうとする方法です。文章以前の混沌に樟さす際、まず浮かび上がってくるのは、
自己の体験に照らしてみても、その文章を書こうとした筆者とその状況ではなかろう
か。
（2）初心忘るべからず、初心不動です。最初の入り口、最初の問題がたいせつです。
最後に行きつくところが目当てなのではなく、最初の入り口こそめあてなのです。第
一時間めこそ大事なのです。文章に対面するときの、出会いのところが問題なのです。
まず文章との出会いではなくて、筆者に出会わすべきだ、筆者に会えば、文章はその
姿を現さざるをえない、という筆者想定法の存在の根拠です。
今までの読みの指導で、結果主義がはびこっていたときには、文章というものがそ
こに置かれてあるのが前提で、文章の内容を底まで洗いつくすことをもって終局的な
目標にしたのでした。が、筆者想定法では、初めから筆者が問題だから、かりに筆者
が不満のまま文章を書き終えたとしたら、読み手も不満のまま文章を読み終えるわけ
なのです。
筆者を超えた読書ならば、筆者が書いたこの文章では十分でないと考え、疑問をあ
とに残すはずです。文章が完全に自分の手を離れた後、世の中の人すべてを包むなど
というふうな人間は、神に近い大宗教家を除き、そう大ぜいいるとは思われません。
われわれはむしろ問題を残すために文章を書くというべきです。だから読み手も、筆
者と同じく、問題をあとに残すような読みをすべきです。読んですっかりわかってし
まったというような読みは、実利的な読みとして自然かもしれないけれど、人間を伸
ばすことに役立つことは多くない。文章は筆者の中にあり、筆者を求めるとき姿を現
す。
（3）筆者想定法には、第一次、第二次、第三次というふうな次元的な高まり、もし
くは読みとりの変容があります。読みを進めていくプロセスの名で、次元的な高まり
や変容もあれば、ときには後退さえあります。普通の読みの場合は、目標が文章に固
定されていますので、一点ずつ取り集め、重ねて最後に十点満点になる。満点になっ
たらそれで終わりです。しかし、筆者想定法では、七まで行くか、四までしか行かな
いかもわからない。十まで行ったとしても。「それから先を」と展望する読みですか
ら、文章の周辺を想像や疑問で包みます。学習過程は、ギクシャクします。だから第
一次想定、第二次想定と順序づけても、第一次想定よりもっと低い次元かにおいて、
第二次想定をやらなくてはならないものかもしれないといったような逆行というもの
さえあります。しかし、事において、後悔もせずです。その時点においてはマイナス
でも、マイナスは結果論です。逆行しているとき自体に評価されますけれど、過程的
には価値ある行動であった。なされるべき停滞であった。だから一つ一つの授業を結
果的にみれば、あんまりかんばしくない評価を受けるかもしれないし、また結果的に
マイナスであるようなことがあるときもある。けれども、時点においては充実した読
みの営みがあった。それでよいのです。
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そういう意味でわれわれは時間を忘れようとします。授業は時間の順序によって歴
史的に進行していきますけれども、筆者想定法では、時間を無視したり、時間に抵抗
を感じたりします。それは無秩序ではないか、恣意的ではないかという意見は、現実
的批判としてはありえませんが、そういう時間的な秩序、歴史的な秩序というものに
対して、抵抗を試みなくてはならない時代なのです。現存する授業で次元的秩序と、
時間の秩序をどのようにするかにという研究をすすめながら。
以上の、①文章から離脱する。②過程を尊重する。③次元的変容を認める。
という教育的主張は国語教育論としての狭い主張ではなくなります。実はr創造的教
育理論」の根幹に支えられるものです。少なくとも前述した情報化社会における創造
性の問題と結び付けて考えますと、右の主張というものが、現代社会に容認されてい
いと思うのです。
倉澤栄吉r筆者想定法の理論」（r倉澤栄国語教育全集■』所収）
角川書店pp．299～302（24）学習者の立場を重視する読みを読者論的な読みと呼称する。（25）倉澤栄吉『これからの読解読書指導』前掲書p．102
（26）倉澤栄吉他編『国語科読書指導の実践』前掲書p．88
（27）輿水実は、r読書指導から読書学習へ」という提言を踏まえ、第5回全国国語
教育研究者集会で、「新しい読書学習システムの開発」というテーマで講演を行っ
ている。以下にその主たる内容を掲げておく。
（6）新しい読書学習のシステムの開発
1読書の意義・目的・評価の再検討
2読書の楽しみ方の再検討
3読書態度・読書能力テストの標準化一読書態度・読書能力の学
年標準の設定B新しいシステムの設計の方向
1研究読みのスキル養成の新しいシステム設計
2読書速度改善の新しいシステム設計
3治療的読書の新しいシステム設計
国語教育研究所／広島国語教育研究者集会編『読書指導から読書学習へ一そのシステムのデザイン』p．14
（28）輿水実「読書指導から読書学習へ」（『国語教育の近代化155号』所収）国語
教育の近代化のための研究会pp．10～11
（29）増田信一r読書教育実践史研究』学芸図書p．303
（30）輿水実r読書指導から読書学習へ」（r国語教育の近代化155号』所収）p．11
（本学発達科学部教授）
（関東短期大学助教授）
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